
　

上
智
大
学
総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
総
合

グ
ロ
ー
バ
ル
学
科
は
、「
国
際
関
係
論
」
と

「
地
域
研
究
」、
さ
ら
に
そ
れ
ら
２
つ
を
融

合
さ
せ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」（
＊
１
）を
学
び
、グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー

カ
ル
、
２
つ
の
視
点
を
併
せ
持
つ
こ
と
で
、

地
球
規
模
の
問
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

１
年
次
は
、「
国
際
関
係
論
入
門
」「
地

域
研
究
入
門
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
入
門
」
を
必
修
科
目
と
し
、
３

分
野
を
横
断
的
に
学
ぶ
。
総
合
グ
ロ
ー
バ

ル
学
科
４
年
生
の
佐
藤
誉よ

翼は
ね

さ
ん
は
、
分

野
横
断
で
学
ん
だ
意
義
を
こ
う
話
す
。

　
「
私
は
、
幼
少
期
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
住

＊ 1  グローバル化した世界の理解を目指す新領域の学問。グローバルな動きに目を向ける「国際関係論」とローカルな事象に焦点をあてる「地域研究」の両面から世界
を捉える。

ラテンアメリカのフェミニズムについて研究中
ラテンアメリカにおいて、女性の政治参加は進んでいるものの、「女
性であること」が原因の殺人が増えており、ゼミでは、その理由に
ついて研究中。専門科目でマジョリティーの立場を学び、研究を深
めています。（横井さん）

10人程度の少人数で、議論を深める
手法について学びました
１年次の「グローバル・スタディーズ基礎演習」では、論文の書き方や議論
の仕方などを学びます。議論する際は何に対して反論するのかを明らかにし
てから、自分の主張を伝えるといった視点が身につきました。（佐藤さん）

ワシントンＤ.Ｃ.でのインターンシップを
通じて、現地で活躍する先輩と交流
２年次の夏に、ワシントンＤ.Ｃ. のシンクタンクでイン
ターンシップを経験。期間中、現地で活躍する先輩に会
う機会があり、自分も英語力や専門性を磨き、世界を舞
台に働きたいと思いました。（横井さん）

総合グローバル学部
総合グローバル学科４年
横井桃子
よこい・ももこ
愛知県・私立金城学院中
学校・高校卒業。国際関
係論に関心があり、入学。

総合グローバル学部
総合グローバル学科４年
佐藤誉翼
さとう・よはね
カナダのWinston Churchill 
High School 卒業。中東研
究に関心があり、入学。

グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
、

双
方
か
ら
考
え
る

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

複合的な視点で、地球規模の
問題解決に貢献できる人材を育てる

上智大学 総合グローバル学部  総合グローバル学科
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ん
で
い
ま
し
た
。
自
分
の
育
っ
た
地
域
が

抱
え
て
い
る
国
際
問
題
に
、
次
第
に
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
ど

の
分
野
を
学
び
た
い
の
か
ま
で
は
定
ま
っ

て
お
ら
ず
、
１
年
次
に
政
治
、
経
済
な
ど
、

様
々
な
分
野
を
学
ぶ
中
で
、
自
分
は
思
想

や
宗
教
か
ら
中
東
研
究
を
し
た
い
と
、
専

攻
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

２
年
次
か
ら
は
、
専
門
科
目
の
履
修
を

開
始
し
、
秋
学
期
に
「
国
際
関
係
論
」
系

の
２
領
域
（
国
際
政
治
論
、
市
民
社
会
・

国
際
協
力
論
）
と
「
地
域
研
究
」
系
の
２

領
域
（
ア
ジ
ア
研
究
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ

研
究
）
か
ら
、
自
分
が
メ
ー
ン
で
研
究
し

た
い
メ
ジ
ャ
ー
領
域
と
そ
れ
を
補
完
す
る

マ
イ
ナ
ー
領
域
を
選
択
す
る
（
＊
２
）。

　

総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学
科
４
年
生
の
横
井

桃
子
さ
ん
は
、
メ
ジ
ャ
ー
領
域
で
は
「
国

際
政
治
論
」
を
、
マ
イ
ナ
ー
領
域
で
は
外

国
語
学
部
で
開
講
さ
れ
て
い
る
「
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
研
究
コ
ー
ス
」
を
選
択
し
た
。

　
「
第
２
外
国
語
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
履
修

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
に
つ
い
て
、
メ
ジ
ャ
ー
領
域
で
は

国
際
政
治
の
面
か
ら
、
マ
イ
ナ
ー
領
域
で

は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
問
題
の
面
か
ら
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
視
野
を
広
げ
な
が
ら
学

ん
で
い
ま
す
」（
横
井
さ
ん
）

　

学
生
は
、
ど
こ
に
力
点
を
置
く
の
か
を

考
え
な
が
ら
学
び
を
深
め
、
自
分
の
進
路

を
定
め
て
い
く
。

　

同
学
部
に
は
、
２
年
次
以
降
、
自
分
の

設
定
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
担
当
教
授
の

指
導
の
下
で
研
究
を
進
め
る
選
択
科
目

「
自
主
研
究
」
が
あ
る
。
意
欲
的
な
学
生

が
多
い
同
学
部
な
ら
で
は
の
科
目
で
、
低

学
年
次
か
ら
主
体
的
な
学
び
が
で
き
る
よ

う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
さ
ん
も
同

科
目
を
履
修
し
た
１
人
。

　
「
教
授
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
研
究
テ
ー

マ
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
中
東
に
お
け
る

宗
教
と
経
済
の
互
恵
関
係
を
学
ぶ
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」

　

３
年
次
か
ら
は
、
専
門
科
目
を
履
修
し

つ
つ
、
演
習
で
各
自
の
研
究
を
深
め
て
い

く
。
佐
藤
さ
ん
は
、
中
東
研
究
が
専
門
の

赤
堀
雅
幸
教
授
の
ゼ
ミ
で
学
ん
で
い
る
。

　
「
ゼ
ミ
で
論
文
の
深
い
読
み
方
を
学
び

ま
し
た
。
赤
堀
教
授
の
『
こ
の
論
文
は
評

価
さ
れ
て
い
る
が
、
欠
け
て
い
る
視
点
が

あ
る
。
そ
れ
は
ど
ん
な
点
か
』
と
い
っ
た

問
い
か
ら
、
批
判
的
視
点
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
に
気
が
つ
き
ま
し
た
」

　

横
井
さ
ん
は
、
国
際
政
治
の
ゼ
ミ
に
入

り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

関
し
て
研
究
を
進
め
る
一
方
、
授
業
外
で

も
学
び
を
広
げ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
性
的
同
意
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
活

動
を
行
う
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
国
際
連
合
の
女
性
機
関
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
は
女
性
の
た

め
に
働
き
た
い
と
い
う
考
え
の
下
で
就
職

活
動
を
行
い
、
働
き
方
改
善
の
た
め
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
開
発
す
る
外
資
系

の
Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
分
の
進
む
べ
き
指
針
と
な
る
パ
ッ

シ
ョ
ン
を
大
学
時
代
に
見
つ
け
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」（
横
井
さ
ん
）

　

佐
藤
さ
ん
は
、
地
域
研
究
の
視
点
を
生

か
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
た
い
と

考
え
、
海
外
進
出
す
る
日
本
企
業
を
支
援

す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
予
定
だ
。　

　
「
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
う
ま
く
い

か
な
い
の
は
、
進
出
先
に
つ
い
て
の
地
域

理
解
が
足
り
な
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
市
場
調
査
で
は
、デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
主
流
で
す
が
、
地
域
研
究
な
ど
、

ミ
ク
ロ
の
視
点
も
重
視
し
た
分
析
を
し
て

い
き
た
い
で
す
」（
佐
藤
さ
ん
）

　

本
学
部
で
は
、「
国
際
関
係
論
」「
地
域
研

究
」
の
双
方
の
視
点
か
ら
学
び
、
自
分
の
関

心
が
あ
る
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
組
み
合
わ
せ
て
研
究
す
る
こ
と

が
最
適
な
の
か
を
考
え
ら
れ
る
環
境
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
東
南
ア
ジ
ア
考
古
学
と
文
化

遺
産
研
究
の
た
め
、
ゼ
ミ
で
文
化
遺
産
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
と
い
う
学
生
が
い
ま
し

た
。
そ
の
学
生
は
、
メ
ジ
ャ
ー
領
域
は
「
ア

ジ
ア
研
究
」、
マ
イ
ナ
ー
領
域
は
「
国
際
政

治
論
」
を
選
択
し
、
文
化
遺
産
に
か
か
わ
る

国
際
法
や
国
際
関
係
論
を
学
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
、
１
つ
の
テ
ー
マ
を
複
合
的
な

視
点
で
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
外
国
語
学
部
の
演
習
や
、
他
学
部

の
授
業
も
履
修
可
能
で
、
一
人
ひ
と
り
の
将

来
像
や
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
、
幅
広
く
学

び
を
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
秋
か
ら
は
、
英
語
に
よ
る

学
位
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ー
ス
を
新
設
す

る
予
定
で
す
。
同
コ
ー
ス
で
は
、
学
部
内
の

専
門
分
野
と
他
学
部
の
一
部
科
目
を
英
語
で

学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。
幅
広
く
柔
軟
に
、

か
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
に
学
び
た
い
学
生
の
入
学

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊２ マイナー領域は、メジャー領域として選択しなかった系から、１つの領域を選択する。「地域研究」系をマイナー領域にする場合、外国語学部で開講されている研究コー
スをマイナー領域として履修することも可能。

将
来
像
や
興
味
に
応
じ
て
、

自
分
な
り
に
学
び
を
デ
ザ
イ
ン

大

の

い

学

思
総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部

総
合
グ
ロ
ー
バ
ル
学
科

教
授丸井

雅
子 

ま
る
い
・
ま
さ
こ

低
学
年
次
か
ら
主
体
的
な
学
び

を
進
め
る
「
自
主
研
究
」

批
判
的
・
複
合
的
な
視
点
を
持
ち
、

卒
業
研
究
に
取
り
組
む
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